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Ｘ線結晶構造解析によるORTEP図

水野一彦（教授） 池田 浩（准教授） 前多 肇（助教）

Maeda, H.; Mizuno, K. et al. Angew. Chem. Int. Ed. 2006, 45, 6558–6560. 
Maeda, H.; Mizuno, K. et al. Bull. Chem. Soc. Jpn. 2007, 80, 1157–1161.

Ikeda, H. et al. Tetrahedron Lett. 2005, 46, 1831–1835.
Ikeda, H.; Mizuno, K. et al. J. Chem. Eur. J. 2007, 13, 9207–9215.
Ikeda, H.; Mizuno, K. et al. J. Am. Chem. Soc. 2008, 130, in press.

分子設計

＜目的を達成できる分子の設計＞
データベースとPCを駆使して

分子をデザイン！

＜皆で実験結果を考える＞
研究者として目覚める瞬間！

＜学会発表と論文発表＞
英語だってやればできます！

池田明代さんが
　日本化学会で学生講演賞を２年連続受賞！
　有機反応化学討論会でベストポスター賞受賞！
　（財）日本科学協会　笹川科学研究助成金を獲得！

酒井梓さんが
　カナダでの国際学会で
　ベストポスター賞受賞！
　賞金獲得！
　学長顕彰受賞！

前多肇助教が
　ケイ素化学協会
　奨励賞受賞！

大橋万紀君が
　日本学術振興会・
　特別研究員に！
　科学研究費獲得！

化学工業日報　掲載！
（2005/9/5）

有
機
光
化
学

機
能
性
化
学

発
光
化
学

電
子
移
動
化
学

有
機
金
属
化
学

技術補助員：１人，Ｄ３：１人，Ｄ１：２人（１人は社会人）

Ｍ２：３人，Ｍ１：５人，Ｂ４：６人

・学部卒業後
　　ほぼ全員が大学院修士課程へ進学
・修士課程修了後
　　博士課程進学
　　（授業料を免除！．将来，社会人博士になる
　　　より，進学して博士号を取ろう！）
　　就職（東レ，協和発酵ケミカル，日本触媒，
　　　ユニチャーム，ユニチカ，公務員，etc）
・博士課程修了後
　　就職（丸善石油化学，三菱化学，JSR，
　　　大学教員，etc）

有機合成

反　応測　定

考　察

発　表
・研究テーマが多様なので，自分にあったテーマが必ず見つかります．
　　（有機合成化学から光化学，物理化学，電気化学まで！）
・修士，博士の先輩が大学院受験のための勉強会を定期的に開きます．
・学会発表と英語論文発表で，奨学金獲得や各種受賞，そして進学・就職を強力にサポートします．
・修士で国際学会（アジア・アメリカ・ヨーロッパ）に参加できます．
・博士進学者の就職については，人脈をフルに活かして全面的に支援します．無駄な苦労はさせません．

＜構成員＞

＜研究方針＞

＜研究設備等＞

＜研究室の特徴＞

＜卒業生の進路＞

＜研究テーマ＞フォトおよびエレクトロクロミック分子の開発＜研究テーマ＞光環化付加反応を用いた新規骨格の合成

迎弘文君が
　有機合成若手セミナーで
　ベストポスター賞受賞！
　学長顕彰受賞！
　奨学金返済免除！

＜研究テーマ＞ 光誘起電子移動反応，γ線誘起熱発光，有機ＥＬの開発
＜研究テーマ＞光極性付加反応の開発

Ikeda, H.; Mizuno, K. et al. Tetrahedron Lett. 2007, 48, 8338–8342.
Ikeda, H.; Mizuno, K. et al. Tetrahedron Lett. 2008, 49, in press.

＜研究テーマ＞ レーザー時間分解過渡吸収法による中間体の観測

＜研究テーマ＞ ケイ素官能基を導入した高効率発光分子の開発

＜基本~最新の機器測定法＞
NMR, X線結晶構造解析，

レーザー時間分解分光など，色々学べます！

＜光反応や電子移動反応の検討＞
果たして思い通りに反応するか？

＜様々な合成法・実験技術を習得＞
有機合成を満喫ー有機化学の醍醐味！

（これに最も時間を掛けます）

＜こんな人が向いてます＞

・挨拶ができる人，相手の目を見て話せる人
・責任感があって，時間や約束を守れる人
・実験が好きな人，センスのある人
・目的の為なら努力を厭わない人，実行力がある人
・有機合成の他にも，いろいろ興味がある人
　（光化学，量子化学計算，有機ＥＬ，レーザー，
　　測定実験，コンピュータ，有機金属，ラジカル，
　　ラジカルカチオン，反応機構，励起状態．etc ）
・物事の本質をじっくりと勉強したい人
・新しいことにチャレンジしたい人
・化学者として実力をつけたい人

高効率、高選択的に一段階でトリキナン骨格の構築
　ー＞　医薬品合成への展開！

ラジカルカチオンが逆電子移動（BET）により対応する
中性種に変換されることを速度論的に示した最初の例

Maeda, H.; Mizuno, K. et al. Chem. Lett. 2006, 35, 482–483. 

Maeda, H.; Mizuno, K. et al. Chem. Lett. 2001, 30, 1224–1225.
Maeda, H.; Mizuno, K. et al. Chem. Eur. J. 2006, 12, 825.

種々の芳香族化合物に，様々なケイ素官能基を，多様に導入
　ー＞　蛍光増白剤，有機ＥＬへの展開！

　　　　新概念：有機ラジカルＥＬ
　ー＞　１）長波長発光の簡易実現！
　　　　　２）量子収率の簡易実現！
　　　　　３）長寿命化実現の新機構！

Ikeda, H.; Mizuno, K. et al. J. Am. Chem. Soc. 2007, 129, 9032–9036
Ikeda, H.; Mizuno, K. et al. Angew. Chem. Int. Ed. 2007, 46, 7396–7398.

読売新聞　掲載！　（2007/8/11，2007/11/26）

熱発光による
短寿命中間体
の直接観測

エレクトロクロミズム
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Ｘ線結晶構造解析
によるORTEP図
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一分子で光励起と電子移動に応答する機能性分子の合成
ー＞　さらには多元応答性分子へ！
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＜研究分野＞
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